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1985 年の「プラザ合意」により円高が進む

と，日本の電機・電子産業や自動車産業の大企

業は，アジアに進出した。労働集約型産業が低

賃金労働を目的とした。大企業は，イノベー

ションを創出できなく，進出した国に顧客満足

をもたらす製品技術を開発できない場合でさえ

あった。

こうしたなかで，本書は，敢えて「中小企

業」に焦点を当てた国際経営の体系的な理論の

構築を目指した。中小企業の海外展開を「イノ

ベーション」の機会ととらえる。本書の特徴

は，学際的である点にあり，国際経営論，ベン

チャービジネス論，経営戦略論，管理会計，経

営法，人的資源管理，中小企業論を総合する。

また，現地調査に特色があり，現地調査で訪問

した国が 12 カ国，聞き取り調査を行った企業

は，55 社である。本書は，3部で構成され，第

1 部が理論編，第 2 部が 6 章のケーススタ

ディ，第 3部がまとめである。

Govindarajan Vijay が定義したリバース・イ

ノベーションとは，「近年のグローバル規模で

活動する多国籍企業が，『イノベーション』を

新興国で起こし，本国も含めた他のロケーショ

ンで活用することが可能な競争優位性の源泉を

得ているもの」である。本書は，日本の中小企

業が途上国・新興国において進出国の子会社な

どの現地拠点において，現地発のイノベーショ

ン活動が起点となり，本国あるいは第 3国にシ

フトする現象と広義に定義する。

本書の産業集積は，拡大したバリューチェー

ンを意味する。本書の結論として，（1）リバー

ス・イノベーション実現に必要となる条件とし

て，提供価値そのものや組織面諸要素を抜本的

に変化させる，産業集積を能動的に活用する，

サービスの高度化に取り組む，現地人材に権限

を与えるなどを挙げた。（2）開発すべき人的能

力として，「起業家精神，吸収能力，ネット

ワーク力，機動力など」を挙げた。また，（3）

能力構築のための仕組みとして，「マニュア

ル・図面・レシピなど移転させたい知識を可視

化する，駐在員並びに現地人材に対する権限移

譲を行う」などを明らかにした。

これらの結論は確かに本書が目指した「実践

的な研究」の成果である。本書が取り上げた

テーマはまさに今現在において研究の対象とな

るべきである。ベンチャー中小企業の海外進出

におけるイノベーションは，今後の日本企業の

成果として多いに期待できる。本書は，企業家

にも研究者にも，またこれから社会に出る学生

にも必読の書である。こう断言できる。

（くちき あきふみ）
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